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『ガ ウ ィン卿 と緑 の騎士 』にお け る

象徴 性 と宗教性

田 口 ま ゆ み

『真珠』(Pear
,『清 純』(Cleannes),『 忍 耐』(Patience),『 ガ ウ ィン卿 と緑

の騎士』(SirGawainandtheGreenKnight,以 下 『ガ ウ ィン』 とす る)を

同一詩 人に よる作 とす る見方 は,一 般 的に受 け入れ られて いる ものの,今

だ確 証 は され ていない。 この 問題 を考 える際,『 ガウ ィン』が ロマ ンス と

して の卓 越 した完成度 を誇 る作 品であ るのに対 し,他 の三 つの作 品は明 ら

かに教訓 的意図 を以 って作 られた もの であ り,詩 人の宗教 観 を明 白に打 ち

出 している ところに,疑 惑の一つ の根拠が あ るようである。 この試論 で,

私 は,『 ガ ウィン』 の内包す る宗教性 が,他 の三つの作 品の共通 した主題

につ なが るので はないか とい うこ とを,『 ガウ ィン』 に見 られ る象徴 を検

討 しつつ考 えてみ たい。

中世 文学 を読むに あた り,当 時 の象徴主義 を忘 れては な らない。 ホイ ジ

ンガに よれ ば,中 世 人の思 考体系 は象徴主義 を抜 きには考 え られ ない もの

であ った。 それは,あ らゆ る現象 を,シ ンボルを介 して聖 なる理 念 に照応

させ てゆ く作 業,あ るいは聖 な る理 念 を,シ ンボル を介 し,地 上 の事物 で

イ メー ジ化す る作業 であった。 これは生活のす みずみ まで浸透 し,中 世 キ

リス ト教 社会 は,様 々の シ ンボル によ り,宗 教 的観 念にひ た りきって いた

のだ。中世 末期 ともな る と,こ の思考傾 向 は極端 に進み,い わば身動 きで

きな くな った とい う。1)『 ガウ ィン』 は,そ うい う時代 の作 品 である。 こ

の物語 の描 き出す華麗 なタペ ス トリー には,宗 教 的主題が象徴 の糸で織 り

込 まれてい る と考 え るこ とが で きよ う。

『ガウィン』における中心的象徴 として,ま ず騎士叙任式の象徴 をあげた
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い。クリスマスの祝宴もたけなわの一月一 日,ア ーサーの宮廷に馬を乗 り

入れた全身緑の巨大な騎士が円卓の騎士に挑む「首斬 りのgame」(Behead-

ingGame)は,そ の源泉をケル ト神話に求め ることができるが,『 ガウィ

ン』の場合,騎 士叙任式の最 も重要 な仕草 との類似が注目される。その仕

草は,現 在 も,剣 で軽 く肩に触れる形で残 っているが,元 来,握 り拳 ある

いは平手で首の付根を強打 したものであり,儀 式の根源的要素である武具

授与 とならび,常 に儀式の中心を成す仕草であった。2)緑 のチャペルでの

首打ちが,騎 士叙任式の首打ちに対応するとみるV.LWeissは,手 と剣

の両方に よる叙任が14世 紀英国で行なわれてお り,多 くの場合,『 ガウィ

ン』において と同様,剣 は三回振 り降ろされたこと,他 のロマンスで騎士

叙任の首打ちを表現 している言葉(smite)を 『ガウィン』の詩人 も,緑 の

騎士の首打ちに用いていること,ま た,当 時,増 々宗教的色彩を濃 くして

きた騎士叙任式が,教 会,チ ャペル等で行なわれ始めたことを,実 例 とし

てかかげている。3)加 えて,緑 のチャペルでのや りとり以外にも,騎 士叙

任式 を連想させ る箇所が散見される。ガウィンの華麗な武装場面は,騎 士

叙任式が華々しく行なわれた時代の武具授与を彷彿 とさせるし,キ ャメロ

ット,バ ーティラックの城,緑 のチャペル と,三 回に渡 り告解場面がある

が,叙 任式 を控えた従騎士は,告 解 を済ませ身を清めておかねばならなか

った。何 よりも,首 斬 り場面で,頭 を垂れて立つ,緑 の騎士およびガウィ

ンの姿勢は,騎 士叙任式の首打ちの姿勢である。 『ガウィン』が捧げられ

た中世貴族社会にあっては,宗 教的理念は騎士道理想に盛 りこまれ,全 て

の思考が騎士道の規範により進め られた4)こ とを思えば,た とえ我々には

ルースな象徴に思えようと,象 徴に敏感であり,騎 士道に精通 した中世の

人々は,「 首斬 りのgame」 から,す ぐさま騎士叙任式を連想 したに違いな

い 。

騎士叙任式の首打ちは,儀 式そのものの語源 となったほど重要な意味 を

持 っている。その意味は未だ議論の的 となっているが,次 の五つの解釈が

可能だとされている。
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1.叙 任式執行者 と被叙任者の合意を示す。

2.記 憶喚起の儀式である。

3.力 量 をみる最後の試練である。

4.儀 式執行者が被叙任者の魂 と肉体 に自分の資格を伝える秘伝伝授

行為である。

5.斬 首 ・首のすげかえを象徴 したもので,新 騎士の生活 と地位の変

化を強調 している。5)

これら五つの解釈が許されるように,『 ガウィン』の場合 も五つの解釈に

そって論じることができる。1-「 首斬 りのgame」 は,両 者の合意に基づ

く規則にのっとるべ きことが繰 り返 し強調 されている。2一 ガウィンが受

けた一撃は,緑 のチャペルでの体験の記憶喚起の役割 を果し,3一 ガウィ

ンの勇気 と誠実さを試す最後の試練であった。4と5の 推論は とりわけ興

味深い。騎士叙任の首打ちと斬首 を象徴関係で結ぶ例が5に もあるわけだ

が,も しこの推測が正 しければ,斬 首が本来の形である 『ガウ ィン』では,

現象 とシンボルが逆の関係をとっていることになる。たとえ推測が当って

いないとしても,斬 首が地位等の変化 を意味す るということは注目に値 し

よう。4の,首 を打つ行為 を通 して旧騎士か ら新騎士に騎士身分が伝授 さ

れるとする解釈は,い かにも尤っもだと思われる。そこで,若 輩ではある

が,武 勇 と礼節の誉れ高 い,完 全を象徴するペンタングル6)を 紋章 とす る

ガウィンの魂 と肉体に,緑 の騎士はどんな資格 を伝えようというのかを問

わずにはいられない。

その騎士の衣服のみならず,髪 も,肌 も,乗 っている馬をも塗り尽す緑

色の象徴から考えてゆきたい。緑は,本 来ガウィンの色 である。ところが

ここでは,ガ ウィンの色は,緑 色 とは著 しい対象を成す赤色に改められて

いる。大胆な試みだと言えよう。ロマ ンスの慣例 を破 ってまで,巨 大な騎

士 を緑色にす る必要があったのだ。緑色と緑の騎士の間の象徴関係には,

深い意味がありそうである。

緑色は,第 一義的に植物の色であ り,春 の新芽 と繁茂す る夏の草木に象

徴 される 「生命」の色であるが,他 方 厂死人」の色としても良 く知 られて
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い る。 これ を,「 貞節」か ら 「裏切 り」へ と極端 な意 味変化 をみ た青色 の

例 と混同 してはな らない。生 か ら死へ の変 化は,可 能 性 ではな く必 然性 な

のだ。偶意 図の 「希 望」 は,な ぜ緑色 の衣 をま とって いるのだ ろ うか 。若

芽 の緑はや がてあせ る。 緑は,移 ろい易い,儚 い色だか らであ った。緑 の

象徴 には,常 に 厂時」が 関連 してい ると言 えるであ ろ う。

『ガウ ィ ン』 にお ける色の象徴 を考 え る時,緑 と並 ん で重要 なのが金 色

で ある。ガ ウィンの武装 場面 には 「黄金」 とい う言葉が連 らね られ てい る。

ガウ ィンの 甲胄お よびその馬 の飾 りには,赤 地 に黄金 の武具,装 飾 が輝い

ている。次 いで描写 され る楯 に1ヰ,赤 地に黄金 でペ ンタ ングルが描か れて

い る。 さ らに,ガ ウ ィンは 「純化 され た黄金 の よ うであ り,罪 一 つないd

(ll.633-4)と あ る。至 高 の 色 で あ る金色 は,ガ ウィンの 「誠」(trawthe)を

象 徴 す るペ ンタングルに適 わ しい色 であ り,汚 れ無 い心 に適 わ しい色なの

だ。 『真珠 』に は無 垢な幼児 として身罷 った娘の幻影,「 真珠 娘」(Pearl-

maiden)は,黄 金の如 く輝 き(ll。165,212),彼 女 の暮 らす神 の 国は,ガ ラ

スの様 に磨 きあげ られた黄金 か ら作 られ てい る とある(11.989,1025)。 『ガ

ウ ィン』 の詩人 に とって,金 色は,罪 に汚れぬ,神 の国に適 わ しい,完 壁

な状態 を象徴 していた と考 え るこ とが で きよう。 この金色が,ガ ウィンの

み な らず,緑 の騎士 に も付 されて いる ところに,謎 を解 く一つ の鍵が ある

と思 われ る。

緑 の象徴 には常 に 「時」 の概念が絡 んでい る と先 に述べ たが,こ こで,

こ の詩 におけ る 「時」 をみてお きたい。詩 人 は,物 語 の初 め と終わ りで ト

ロイ戦 争に 言及 す るこ とに よ り,『 ガウ ィン』 に歴史の枠 組み を与 えてい

る。 もちろんこれは,『 ガ ウ ィン』 の詩 人の独創 では ないが,詩 人の時 間

意 識の一つ の現 れで あろ う と思 われ る。 トロイは灰 と化 し,そ の末裔が新

しい国 を築 く。戦い があ り,緒 王が交代 す る。その 中に,詩 人 は,「 幸福

と禍 いのめ くるめ く交代 」(ll.18-19)を 見 てい る。 この テ ーマ は,第 二部

冒頭 の,有 名な,四 季の推移 を歌 った一節 で,よ り鮮 明な展 開 をみてい る。

暖 い雨 に万 物が蘇 り,野 山が再 び緑 の衣 に覆 われ る,希 望 に満 ちた春か ら,
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風が荒 狂 う,暗 い,冷 い,何 もか もが枯 れ朽 ちる冬へ と,時 は飛ぶ よ うに

流れ る。宴の興 に乗 じて始め た 厂首斬 りのgame」 も,冬 の 到 来 と と もに,

深刻 な愁 嘆場 に入 る。 しか し,冬 はや がて春に とってか わ られ るよ うに,

一 つ の 「終 わ り」の後 には
,新 しい 「始 まり」があ るこ とも忘 れ てはな らな

い。詩人 は,時 の流 れの 中に,楽 しい始 ま りと深刻 な結末 の繰 り返 しを見

てい る。 ク リスマ スか ら薪年 にか けての この詩 の舞台 は,一 年 の初 め と終

わ りが接す る時であ り,時 のテーマ を最 もよ く象徴 して い る。人々 は 「神

が,我 々の運 命のため に死す べ く,こ の世 にお生 まれにな った時」(1.996)

を祝 う。冬の最 中にあ りなが ら,古 い年 か ら新 しい年へ の ター ニ ングポ イ

ン トに立 ち,人 々の心 は春 に向い,再 生へ の期待 に踊 るの であ る。 この始

ま りと終 わ り,生 と死 が,最 も緊迫す る一 月mに 始 まり,終 わ る 「首斬

りのgame」 だ が,『 清純 』に も示 され てい るように,ノ アが,箱 舟 か ら

一新 され た世 界に降 り立 った一 月一 日
,「 首斬 りのgame」 は 単 に幕 を閉

じるので はな く,新 たな展 開へ の導 入 となってい ると考 え られ ないだ ろ う

か。

春 を背景 とす る伝 統 的ロマ ンス とは異な って,冬 を舞台 とす る 『ガウ ィ

ン』 では,当 然厳 しい 自然 が象徴す る,恐 怖に満 ちた重 苦 しい雰 囲気が主

調 となってい る。緑 のチ ャペ ル を求め てあての ない旅路 につ くガウ ィンを

冬が翻弄す る。暖 をと り,ワ イ ンを酌 み交 わす城内 の生 活は,城 外の現実

イリュ　ジョン

か ら逃避 した 錯覚 の世 界で あったのだ。万聖節 の祝 賀 の直後の旅 立ちは,

こ の対比 を鮮 明に 印 してい る。万霊 節の 日,死 者 と して送 り出されたガ ウ

ィンは,約 束 を果 た し得 ぬ こ とを危惧 す る気持 ちに駆 られて,ひ たす ら荒

野 をゆ くが,一 歩一歩,一 日一 日と近 づ く死 の脅威 は,冬 の描写 と相 まっ

て,ガ ウ ィンの,そ して読 者の心 に確 実に広が って ゆ く。

旅が 第二の エ ピソー ドで中断 され る間 も,死 のイ メー ジは,狩 猟場面 の

リア リステ ィ ックな描写の 中で荒狂 う。誘惑場面 でのガ ウ ィン と狩 の獲物

一鹿 ・猪 ・狐一 との比喩関係 は
,よ く指 摘 され る ところで ある。高潔 だが

臆病 な一 日目,猪 の よ うに抵抗 す る二 日目,狐 の よ うに狡 猾 な三 日目。だ
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が,こ の 三種 の動 物は,単 にガウ ィンの似 姿 と して選 ばれて いるのではな

い と思わ れ る。 『真珠』に 次の ようなe節 があ る。

Whonedesschalltholebenotsothro.

Forthoughthoudaunceasanydo,

Braundyschandbraythybrathesbreme,

Whenthounofyrremay,tonefro,

Thoumosteabydethatheschaldeme.7)

(苦 しみ に耐 えねば な らない者 は その ように頑 なであ っては な りませ

ん。 た とえ雄鹿 の よ うに踊 りはね た り,も が いた り,恐 ろしい苦 しみ

に叫 び声 をあげた りしよ うとも,進 む も退 くもな らない時は,神 様 の

お考 え どお り,じ っ と耐 える しか ないか らです。)

こ こで鹿 は,難 局 に直面 し,神 の摂理 に抗 う愚か な不信心者 を象徴 してい

る。 『ガウ ィン』 の鹿 ・猪 ・狐 も,三 様 の死 に直面 した時 の振 舞 い方 を示

し,死 の 緊張 を高め てゆ くとともに,鹿 の跳 躍 も,猪 の力 も,狐 の狡猾 さ

も,神 の御 意志の前 には全 く無意味 であ るこ とを暗示 し,ガ ウ ィンが死 を

逃 れん と して犯 す誤 ちの前奏 を奏 でて いるよ うであ る。

当時の人 々は,『 ガウ ィン』 にお け る死 のイ メー ジを,我 々 よ りは るか

に身近 に とらえて いたに違 いな い。 「末期 中世程,死 に思 い を馳せ た時代

はなか ったd8)と,ホ イ ジンガ は述べ て いる。絶え間な い抗争 と,さ らに

恐 しい疫病 が,死 体 の 山 を作 った時代 であ る。アーサー王の 宮廷 に馬 で乗

りこんで来 た緑 の騎士 同様,死 は,楽 しい宴 の最 中に も,い つ 泥靴で踏み

こんで くるか わか らぬ存在 であ った のだ。人 々は万物の盛衰 に敏感 に反応

し,儚 い この世 をイ リュー ジョン とし,来 世 に望 み を託 した。 『ガウ ィン』

の詩 人 もこの よ うな時代状 況の 中を生 きたの であ り,『 真珠』,『清純』,『忍

耐』 は共に 「神 に受 け入 れ られ る術 」 を主題 に掲 げてい る。 『ガウ ィン』

では,イ リュー ジ ョン としての現世 に も光 が あて られてい る。 「首斬 りの

game」,「 獲物 の交換 のgame」(ExchangeGame),城 主 婦 人 との宮廷 愛

のgame。 狩 もgameで あ れば,追 われ る動 物 もgameで あ る。 こ うい っ

た具合 に,gameと い う言葉お よび その類語 が頻 出す るが,イ リュー ジョ
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ンは,語 源的 に 「gameに は い る」 とい う意味 であるこ とに注 目したい。

さ らに,ペ ンタ ングル もgameだ と詩 人は言 って いる。 この移 ろ う世 界で,

様 々なgameの 役 割 を演 じてい る人間 の無 力 さが,死 とい う,万 人の差迫

った関心事 を道具 として露呈 され るので ある。

常 に死 の イメー ジを伴 な う緑の騎士,あ るいはバ ーテ ィラ ックの果す役

割 も,こ うい う観 点か ら考 え る必要が あるが,そ の際,緑 の騎士 を彩 る宗

教 的色彩 を無視 しては なるまい。バー テ ィラッ クの城 は,ク リスマ スの ミ

サ に参列せ ん と胸 に十字 を切 るガ ウィンの祈 りに答 える ように突 然現 われ

たのであった し,緑 のチ ャペ ルは,草 む した小 山に過 ぎなか ったが,「 チ

ャペ ル」 には違 いないの であった。 また,そ のチ ャペ ルで,ガ ウ ィンは,

初 め緑の騎士 を罵 り,悪 魔呼 ばわ りす るめ だが,後 には まるで告解使 に向

か うよ うに緑 の騎士 に向 って懺悔 をし,免 罪 を願 い,緑 の騎 士は,罪 の赦

免 を言 い渡す の であった。

緑の騎士,そ して 「首斬 りのgame」 の 宗 教性 を表わす一例 として,首

斬 りの一撃 を意味 してい るdynt,お よ びburと い う語が あげ られ る。 こ

れ らの語が,こ の詩 人の他 の詩 で どの ように使 われて いるか みてみ よ う。

『真珠 』 では
,「 私 」が,「 真珠娘」 の幻影 を見 た時の衡 撃,ま た,「 私」

が,神 の園 とこの世 を隔 て る川 を渡 ろ うとした時,そ れ を阻止 し,夢 か ら

現 実へ と引 き戻 す力 を意 味 して いる。特 に 『忍耐』 では,神 が 人に課す る

試 練,神 の怒 り,総 じて神 意 を表 わしてい る。緑 の騎士 が,ガ ウ ィンの首

に打ちお ろす一撃 も,同 様 に神 意 を帯 びてい る と考 え られは しないだ ろ う

か 。

我 々は既 に,こ の一撃が,騎 士叙任式 の首打 ちを象徴 し,騎 士道理 念の

中で も騎士 叙任が優 れて宗教 的であ るこ とをみて きた。 そこで次 に,『 ガ

ウィン』 におけ る騎士 叙任 の意 味 を考 えてみたい。緑 の騎 士は,最 初,片

手 に大斥,片 手 に柊 の枝 を携 えて登 場 した。大斥は,黙 示録 の蒼 い馬に乗

った 「死」 の持つ剣,あ るいは偶意 図に描か れ る 厂時」,「死 」の持つ大鎌9)

を想起 させ るが,「 森 が裸 に なる時 も,青 々 とした」(1-207)と 描 写 される
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柊 は,大 斥 の破壊 的 イメー ジ を修正す る ものであ る と思 われ る。葉 の緑 は,

や が て枯 れ 朽 ち るか らこそ 「死」 の色 で もあ ったが,常 緑 の柊 にあ って は,

「死」 の象 徴 を排 除 し,永 遠 の生 命 を象徴 す るか らであ る。 「後期 中世 は,

死 に関 して,諸 業無常の嘆 きと,至 福 の うちに救 われ る魂 を想 っての喜 び

とい う二つ の極 端な考 え しか知 らなか った」lo)と,ホ イ ジンガ は記 して

い るが,死 の斥 と永遠 の生命 の柊 の組 み合 わせ は,い た って中世 的 である

と言 えよ.う。死 と生,あ るい は再生 は,共 に緑色 で象徴 され ると繰 り返 し

述べ て きた 。緑 の騎士が,叙 任式執行 者 としてガ ウィンに伝 え よう とした

のは,こ の死 と生 ではなか ったのだろ うか。真 の騎士 とは,神 の国 で,神

と聖母 に任 える騎士 の ことであろ う。そ して,神 の国 に入 るため には,「真

珠娘 」が 「私」 に喩す ように,ま ず 「肉体が 土の 中に冷 た く埋め られなけ

ればな らな い」(1.320)の で あった。同 じく 『真珠 』の,14万4千 人 の子 羊

の花嫁 たちの行列 は,数 多の騎士 が聖 母 にか しず く図 を連 想 させ る。

「死 」と呼ぽ う と
,「 時」と呼ぼ うと,緑 の騎士 は神の御使 い,あ る いは導

具 としてガ ウ ィンに遣 わされた者だ と言 え よう。神 は,人 をお試 しに なる

の に予告 は な さらな い。 しか もヨブの例 もあ る。ガウ ィンが 自分 の犯 した

罪 を,ア ダム,ソ ロモン ・サム ソン ・ダ ビデ の罪にな ぞらえ,こ の男性達

を罪に誘 った,イ ヴをは じめ とす る女性達 に,城 主夫 人 をなぞ らえて いる

こ とを参照 で きよ う。緑 の騎士 の行動 が,モ ー ガ ン ・ル ・フェイ(Morgan

leFay)の 考 えに困 る ものであ ったこ とが,緑 の騎士 の 口か ら明 され るが,

これは,物 語 をアー サー王伝説 の鞘 に収 め よ うとい う手段 にす ぎまい。物

語の レベ ルで の操作 で あ り,深 層 的意味 にまで関 わ らない と私は解釈す るP

さ て,ガ ウ ィンの罪は,他 な らぬ生命惜 しさの故 であ ったか ら咎 は軽 い

と,緑 の騎士 は寛容 さを示 してい る。 しか し,ど んな些 細な罪 で も,罪 は

罪。神 の前 では一点の 汚れ も許 され ない と,詩 人は『真珠』,『清純』で繰 り

返 し説 いてい る。騎士叙任 式で は,沐 浴 が清め の水であ り,第 八の秘蹟 に

数 え られていた。 『ガウ ィン』 には沐浴 への 直接 の言及 はないが,緑 の チ

ャペル の傍 らを流れ る川が,清 め の水 を象徴 してい るの ではないか と思 わ
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れ る。 『真珠』にお いて,「 真珠娘」 と 「私 」を隔て る川が,「 生 命の川,身

を清め る洗礼の水,神 の恩寵 に よる清め の水 」11)で あ るこ とを忘 れ てはな

らないであろ う。約束 の緑のチ ャペ ルに立つ緑 の騎 士 とガウ ィンの 間には

だか る溪流 は,ま るで煮 え立 って い るか の よ うに 泡 をたて て流 れ,ま こ と

に印象的 であるが,そ の川 を渡 った のはガウ ィンではなか った。緑 の騎士

が一 跳びに越 えたのだ。 その前 日,緑 の帯 を受 け取 った直後の告解 で,ガ

ウ ィンは全ての 罪 を告 白 し,清 め られ た とあ る。 とはいえ,告 解後,噂 偽

わ りの無 い こ とで誉 れ高 いはずのガ ウィンは,城 主 にその帯 を受け 取 った

こ とを隠 し,し か も,そ の罪 を恥 じる様子 もな く,堂 々 と帯 を身に つけて

約 束の場 に赴い たの であ った。清 めの小川 を渡 ろ う ともしなか った ガウ ィ

ンは,汚 れた姿の まま裁 きの場 にの ぞんだ こ とにな る。狩猟場 面で,追 わ

れ る鹿 は小 川 を渡 り,猪 は小川の 中で緑の騎士 と戦 い,倒 れるのだが,ガ

ウ ィンが罪 に陥 る三 日目,狐 狩 りに小 川の描写が ない こ とも示唆 的 ではな

か ろうか。

罪の印,緑 のチ ャペル での体 験の 印 として,改 め て緑の1騎士か ら贈 られ

た緑 の帯 を身体 に斜 めにか けた時,そ の帯 が楯 と上 着の胸 の紋章 を斜め に

分か ち,ペ ンタン グルの象徴 が崩れ たこ とに,当 時 の人々は即 座に 反応 し

たであ ろう。理想化 され たアーサ ーの世 界の卓越の騎士 で さえ完壁 ではな

い,す なわ ち,完 壁 な人間 な ど望 め ないこ とにな る。 そこで,ア ーサー 王

の宮廷 では,こ ぞって,ガ ウ ィンに倣 い,人 間の罪深 さの印 として緑 の帯

を身 につ けて我身の戒 め とし,「 緑の帯 を付 けた者は,末 長 く称え られ た」

(1.2520)の で あった。 この よ うに,緑 の騎 士の ものであ った緑 の帯 は,ガ

ウィンの犯 した罪,ガ ウ ィンの失墜 を象徴 す るのみな らず,神 の国に続 く

道の標 となった と言 えるであ ろ う。 『ガウ ィン』 に も,『 真珠 』,『清純』,

『忍耐』と同様 のテーマが底 に流れ てい るのであ る
。す なわ ち,人 間 は罪深

いこ と,故 に神 の姿 を拝 まん と欲す れば,定 め られた運命 を堪 え
,神 の

教 えに従 い,罪 を悔 改め て神 の御 慈悲 を仰 ぐべ きこ とが根底 にあ るの であ

る。
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テ ーマ を一に しなが らも,そ れ ぞれの作 品において,視 点,取 り組み方,

手 法 にこ れ程 までの変化 をみせ ている ところは,こ の詩 人の天才 と言え よ

う。 『忍 耐 』は,予 言者 ヨナ を コ ミカルな タ ッチで描 きつ つ,神 意 に抗 う

愚か さを説 き,『 清純』は,汚 れた者に対す る神 の怒 りの激 しさを,ノ アの

洪水,ソ ドム とゴモ ラ,ベ ルテシ ャザルの宴 の叙事詩 的描 写 を以 って示 し,

身 の清め を説 いてい る。 『真珠』は,燦 然 たる神 の国 とrそ こに受 け入れ ら

れた者の 栄光 を幻影 の うちに示 し,や が ては 自ら も天上 の真珠 と輝 くべ く,

神 の御 心 に適 った人生 を送 るように と説 く。 『ガウ ィン』の場合 は,単 刀

直入 な他 の三作 とは異 な り,多 くが象徴 を通 して語 られ,ま さに 「音楽 を

聞 きなが ら何事 か を意識す るような具合丿12)な の だが,『 ガウ ィン』 は

あ くまで ロマ ンス と して意図 され たの であ るし,良 きキ リス ト者 を主人公

に してい るこ ともあ って,死 の脅威 を媒 介 と しつつ も,教 訓 としては穏や

か な調子 を保 ってい る。詩 人 自身 の態度 に もゆ と りがみ られ る。罪 を告 白

し,我 身 をさいなむ ガウ ィンを前 に,緑 の騎士 も(1.2389),キ ャ メロッ トの

面 面 も(1.2514),「 高 らか に笑 い,慇 懃 に」,ガウ ィンをな ぐさめて いる。 し

かた ある まい と肩 をす くめ る詩 人の姿 が そこに うかが え る。 とは いえ,ガ

ウィンを弱 き罪 人 として放置 してい るわけ ではな い。 ガウ ィンが緑 の騎士

に した懺悔 は有効 であ った。 その証拠 に,罪 の印 として首 に受け た傷 は,

ア ーサー の もとに帰 るまでに完全 に癒 えた とあ る。懺悔 を通 して,人 は一

歩成長す る。それは,曇 った宝石 を磨 く作 業に喩 え られ る(『真珠』11.1125

-32)
。 ガ ウ ィンは,こ の失策 を通 し,騎 士 の誉 れに磨 きをかけた こ とにな

ろ う。 しか も,緑 の帯 を身 につ けたガ ウィンは,宝 石 を磨 くこ とを怠 らな

か ったであ ろう。来 た るべ き日には,真 珠 として,唯 一 絶対の王 に仕 え る

騎士 として受 け入れ られ たであろ うこ とが 暗示 され てい る。

そ して,次 の結 びの六行 は,ガ ウィンの 冒険が,ガ ウ ィンだけ の,一 回

限 りの問題では ない と言 わん としてい るよ うであ る。

AftertheseggeandtheasautewatzsesedatTroye,

iwysse
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Monyaunterezhere-biforne

Haffallensucheerthis.

Nowthatberethecroupofthorne,

Hebryngvustohisblysse!AMEN.is)

(ト ロ イ の 包 囲 攻 撃 以 来,実 際,今 日 ま で に,こ の よ う な 冒 険 が 数

多 く こ の 地 に あ っ た の だ っ た 。 さ て,茨 の 冠 を載 く あ の 方 が,至 福

へ と我 々 を お 導 き下 さ い ま す よ う に 。 ア ー メ ン)
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